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〜
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た
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き
は
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め
の
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い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
脳
の
細
胞
の
働

き
が
悪
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
も
の
忘

れ
や
で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
り
す
る
な
ど
、
生
活
す
る
う
え

で
支
障
が
出
て
い
る
状
態
を
指
し
ま
す
。

　
認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
る
可
能
性

の
あ
る
病
気
で
厚
生
労
働
省
の
平
成
27

年
度
調
査
に
よ
る
と
65
歳
以
上
で
は
４

人
に
１
人
が
認
知
症
あ
る
い
は
そ
の
予

備
軍
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
数
は

今
後
20
年
で
倍
増
す
る
と
予
想
さ
れ
て

お
り
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す

め
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
高
齢
者
人
口
が
増
え
、
認

　
認
知
症
の
原
因
と
な
る
病
気
の
中
に

は
早
期
に
治
療
す
れ
ば
治
せ
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。
症
状
の
軽
い
う
ち

に
い
ろ
い
ろ
な
準
備
や
手
配
を
し
て
お

け
ば
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
自
分
ら
し

い
生
き
方
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
で

は
、
認
知
症
の
早
期
発
見
、
早
期
対
応
、

重
症
化
の
予
防
を
め
ざ
し
て
、
認
知
症

が
疑
わ
れ
る
方
と
そ
の
家
族
に
対
し
、

専
門
職
（
医
師
・
保
健
師
・
看
護
師
・

社
会
福
祉
士
）
が
チ
ー
ム
に
な
っ
て
初

期
段
階
の
支
援
を
集
中
的
に
行
な
い
ま

す
（
概
ね
６
か
月
）。
窓
口
は
日
野
町

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
長
寿
福
祉

課
内
）
で
す
。

　
相
談
後
は
看
護
師
や
保
健
師
等
が

ご
家
庭
に
訪
問
し
、
も
の
忘
れ
や
困
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
聞
き
取
り
、
必

要
な
支
援
を
検
討
し
ま
す
。
認
知
症
の

初
期
は
、
ご
本
人
も
ご
家
族
も
気
が
つ

き
に
く
い
と
こ
ろ
で
す
が
、「
ち
ょ
っ

と
気
に
な
る
な
」
と
思
わ
れ
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

知
症
の
高
齢
者
も
急
増
し
て
い
ま
す
。

日
野
町
で
も
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は

６,
３
３
９
人
で
、
全
人
口
に
占
め
る

割
合
は
29
・
39
％
（
平
成
30
年
７
月
１

日
現
在
）
と
な
り
、
町
民
の
3.4
人
に
1

人
が
高
齢
者
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
要
介
護
認
定
者
の
７
割
以
上

が
何
ら
か
の
認
知
症
状
を
持
っ
て
お

り
、
今
後
も
増
加
が
予
想
さ
れ
る
た
め

早
急
な
対
策
が
必
要
で
す
。

　
認
知
症
に
な
る
と
、
記
憶
障
害
や
理

解
・
判
断
力
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、
生

活
す
る
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
支
障
が
出
て

き
ま
す
。
こ
の
変
化
は
、
本
人
自
身
を

不
安
に
さ
せ
る
と
と
も
に
、
介
護
す
る

家
族
に
も
大
き
な
負
担
を
与
え
る
こ
と

　
日
野
町
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
の
1

つ
に
「
認
知
症
っ
て
ど
ん
な
病
気
？
」

と
い
う
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
。「
認
知

症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
」
の
方
と
と
も

に
、
地
域
の
会
合
や
企
業
、
学
校
等
に

出
向
き
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
認
知
症
の

正
し
い
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
地

域
の
中
で
認
知
症
の
方
を
見
守
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
幅
広
い
世
代
に
対
し
て

の
啓
発
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
延
べ
約
５,
５
０
０
人

の
方
に
受
講
い
た
だ
き
、
受
講
さ
れ
た

皆
さ
ん
に
は
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

と
し
て
地
域
で
の
見
守
り
や
声
掛
け
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
周
囲
の
人
た
ち
が
認
知
症

に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
支

え
る
手
立
て
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
認
知

症
の
人
や
そ
の
家
族
も
地
域
の
中
で
穏

や
か
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
１
人
で
も
多
く
の
人
が
良
き
理
解

者
と
な
る
こ
と
が
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て

い
く
の
で
す
。

認
知
症
と
は

日
野
町
の
現
状
は

１
人
で
も
多
く
の
人
が

良
き
理
解
者
に

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

キャラバンメイトによる出前講座（日野高等学校にて）

自分のもの忘れが気になりはじめたら…
（早期発見の目安の例）
□ ものをなくしてしまうことが多くなり、いつも探している
□ 財布や通帳など大事なものをなくすことがある
□ 曜日や日付を何度も確認しないと忘れてしまう
□ 料理の味が変わったと家族に言われた
□ 薬の飲み忘れや、飲んだかどうかわからなくなることがある
□ リモコンや洗濯機などの電化製品の操作がうまくできない
□ いらいらして怒りっぽくなった
□ 一人でいるのが不安になったり、外出するのがおっくうになった
□ 趣味や好きなテレビ番組を楽しめなくなった

「京都府医師会・認知症疾患医療センター監修」

ひ
と
つ
で
も

思
い
当
た
る
場
合
は

ま
ず
相
談

認知症のことで相談したい方、最近もの忘れが心配な方、
コーヒーやお茶を飲みながら一緒にお話ししませんか。
専門のスタッフも相談に応じます。どなたでも、お気軽
にお越しください。

【場　所】ゆめさとデイサロン　西大路434-2
【時　間】10：00 ～ 12：00　※時間中の出入りは自由です
【日　時】平成30年　9月15日（土）・10月20日（土）
　　　　　　　　　 11月17日（土）・12月15日（土）
　　　　 平成31年　1月19日（土）・　2月16日（土）
　　　　　　　　　　3月16日（土）

今年度は新たに日野町立図書館にて茶のみ処わたむきin図書館を開催します。
図書館スタッフによる読み語りなど楽しいイベントを計画しております。
どうぞお気軽にご参加ください。

【場　所】日野町立図書館（視聴覚室・会議室）
【日　時】平成30年　10月19日（金）10：00 ～ 12：00  ・  12月　5日（水）10：00 ～ 12：00
　　　　 平成31年　2月27日（水） 10：00 ～ 12：00

お知らせ

●事前申し込み  不要　●参加費  100円（飲み物代含む）

◆問い合わせ先　日野町地域包括支援センター　☎0748－52－6001

●
音羽

西大路

西大路公民館

●

ゆめさと

認
知
症
に
な
�
て
も
安
心
し
て

暮
ら
し
つ
づ
け
る
た
め
に

茶のみ処わたむきでちょっとひと息茶のみ処わたむきでちょっとひと息
どころ
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も

思
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当
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は

ま
ず
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談

認知症のことで相談したい方、最近もの忘れが心配な方、
コーヒーやお茶を飲みながら一緒にお話ししませんか。
専門のスタッフも相談に応じます。どなたでも、お気軽
にお越しください。

【場　所】ゆめさとデイサロン　西大路434-2
【時　間】10：00 ～ 12：00　※時間中の出入りは自由です
【日　時】平成30年　9月15日（土）・10月20日（土）
　　　　　　　　　 11月17日（土）・12月15日（土）
　　　　 平成31年　1月19日（土）・　2月16日（土）
　　　　　　　　　　3月16日（土）

今年度は新たに日野町立図書館にて茶のみ処わたむきin図書館を開催します。
図書館スタッフによる読み語りなど楽しいイベントを計画しております。
どうぞお気軽にご参加ください。

【場　所】日野町立図書館（視聴覚室・会議室）
【日　時】平成30年　10月19日（金）10：00 ～ 12：00  ・  12月　5日（水）10：00 ～ 12：00
　　　　 平成31年　2月27日（水） 10：00 ～ 12：00

お知らせ

●事前申し込み  不要　●参加費  100円（飲み物代含む）
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